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島木良浩会長 三ヶ尻和弘理事長 仲衛慎一会長 真方悟史理事長 秋田整会長 佐藤祐二理事長 
（宮崎支会） （宮崎支会） （南那珂支会） （南那珂支会） （都北支会） （都北支会） 

 

      
衛藤慎二会長 杉山真一理事長 佐藤健一郎会長 児玉幸一郎理事長 白地浩会長 宮下裕一理事長 
（西諸支会） （西諸支会） （西都・児湯支会） （西都・児湯支会） （日向支会） （日向支会） 

 

     

柳瀬智文会長 東坂将秀理事長 尾﨑浩一会長 濵田公一郎理事長  
（延岡支会） （延岡支会） （西臼杵支会） （西臼杵支会）  

 
 

役職名 氏名 所属  役職名 氏名 所属 

会長 花宮  伸利 宮崎市立国富小  組織部 部長 大脇 一洋 宮崎市立学園木花台小 

副会長 島木  良浩 宮崎市立住吉南小  研修部 部長 増岡三四郎 宮崎市立大宮中 

〃 秋田   整 都城市立石山小  
広報部 

部長 安治川洋平 宮崎市立那珂小 

〃 白地   浩 日向市立財光寺南小  副部長 星原 智行 延岡市立西小 

〃 尾﨑  浩一 高千穂町立押方小  
厚生部   

部長 興梠 大輔 日向市立塩見小 

〃 瀬戸山 由香里 都城市立安久小  副部長 緒方 宏文 宮崎大学附属小 

理事長 横山   登 宮崎市立住吉南小  
女性教職員部    

部長 谷口 洋子 宮崎市立江平小 

副理事長 鶴久  敬介 宮崎市立檍小  副部長 秋岡 裕子 日南市立南郷小 

〃 坂元   堅 宮崎市立檍小  青年部 部長 雨﨑  雄 綾町立綾小 

〃 興梠  大輔 日向市立塩見小  特別支援教育部 部長 西脇眞由美 都城市立梅北小 

会計 新名   博 宮崎市立檍小  事務職員部 部長 森山 成貴 宮崎市立檍小 

監事 山本  章博 宮崎市立西池小  事務局長 椨木  満  

〃 吉留  勝史 宮崎市立広瀬西小 
    

〃 横山  博章 宮崎市立宮崎西中 

よろしくお願い致します。 

令和３年度 各支会長・理事長 紹介 

宮教研連は、教職員としての人格見

識の高揚に努め、研修の充実を図り、

宮崎県の教育水準の向上に努める教職

員の研修団体です。県内に 8 つの支部

を置き、約 800 名の会員数を有してお

り、県本部と各支部で様々な研修を実

施しています。 

令和３年度 宮教研連 県本部役員 紹介 
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   配信用 QR コード      申込用 QR コード 

★記念講演をご視聴希望の方は、右の宮教研連アーカイブから申し込んで、パスワードを取得してください。 
 

 
テーマ ｢今､令和の日本型学校教育を考える｣ 
第 1 部 研究発表（4 分科会） 
    学習指導､ICT 活用､生徒指導､学級活動 
第 2 部 記念講演 
    ｢学校教育の現状と課題｣ 
    ～「令和の日本型学校教育」答申と 
     GIGA スクール構想を踏まえて～ 
    講師：辻村哲夫氏 
    元 文部省初等中等教育局長 
    現 学習情報研究センター理事長 
 
申込方法 
・会場参加：各支会 
・オンライン： 
  QR コードから。 
 
 
 

第 7 回 宮教研連のつどい 令和 3年 8 月 28 日（土） 

第 38 回教育研究全国大会（香川大会）記念講演 Web 配信決定！ 
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宮教研連では、研修会の開催情報やその他の役立つ情
報を会員お一人お一人にお届けするために、メールグル
ープを運営しています。これは、GoogleGroups の無料
サービスを利用して提供するものです。ぜひ、全ての会
員の皆様にご登録頂きますよう、 
お願いいたします。 
ご登録は mkkr.mlist@gmail.com 
（右 QR コード）まで、「宮教研 
連 MG 参加希望」とお書きの上、 
メールをお送り下さい。おおよそ 
１週間以内には登録されます。 

令和３年度 教師力向上セミナー・スクールマネジメント研修 オンライン研修！ 

宮教研連では、HP・Web での情報提供に力を入れ、

研修案内や報告、ダウンロードページ等、内容の充実を

図っています。是非、ご覧ください。ＵＲＬは以下で

す。（「宮教研連」で検索！） 
http://www.miyakyoukenren.sakura.ne.jp 

また、令和２年度から県主催の研修は全て Web 上か

ら申込となっております。PC でも携帯端末からでも利

用できますので、ぜひ、ご活用ください。 

宮教研連ＨＰ＆研修会のＷｅｂ申込 

宮教研連メールグループ(MKKR-MG) 

「宮教研連アーカイブ」のお知らせ 
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❷：１０月３０日（土） 内容未定 （会場：小林市内） 

❸：１１月２７日（土） 内容未定 （会場：日向市内） 

❷：７月３１日（土） 「次世代の管理職に期待すること」 

❸：１月２７日（土） 未定(講師：企業経営者等) 

署名活動＆全国調査にご協力くださ

今年も全日教連の署名活動と

全国Ｗｅｂ調査が行われます。

Ｗｅｂ調査は各学校代表１名に

はなりますが、多くの学校のご

協力をお願いいたします。 

QR コードはこちらです。→ 
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